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歳入決算額 歳出決算額

境町一般会計 81億2,405万5,631円 78億5,040万4,635円
坂東市外２か町公平委員会特別会計 95万550円 41万7,561円
境町国民健康保険事業特別会計 31億8,706万9,729円 31億1,410万9,584円
境町後期高齢者医療事業特別会計 4億1,359万3,740円 4億1,167万5,123円
境町介護保険事業特別会計 17億2万9,641円 16億6641万3397円
境町公共下水道事業特別会計 8億1,958万5,356円 7億9,344万183円
境町農業集落排水事業特別会計 2億3,578万9,574円 2億1,856万3,713円

合　計 144億8,107万4,221円 140億5,502万4,196円

水道事業会計

収益的収入 収益的支出
5億7,924万7,859円 6億892万2,523円

資本的収入 資本的支出
112万8,000円 1億2,411万5,183円

決算委員会を進行する
須藤　信吉委員長

斉藤　政雄
監査委員

会　計　区　分
区　分

平成27年 第３回定例会

決
算
特
別
委
員
会
報
告

開
会
初
日
（
９
月
８
日
）
本
会
議

に
提
案
さ
れ
た
平
成
26
年
度
境
町
一

般
会
計
及
び
６
件
の
特
別
会
計
並
び

に
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定
に
つ

い
て
は
、
委
員
11
名
に
よ
る
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
同
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
は
、
９
月
14
日
に
開
催

さ
れ
、
慎
重
に
審
査
を
し
た
結
果
い

ず
れ
の
会
計
と
も
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
、
９
月
15
日
の
本
会
議
に

お
い
て
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
、

全
会
一
致
を
も
っ
て
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

９月８日～９月15日（８日間の会期） 全議案・原案可決

監
査
報
告

　

平
成
26
年
度
境
町
一
般
会
計
及
び
６

件
の
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計

に
つ
い
て
は
、
監
査
委
員
の
決
算
監
査

が
行
わ
れ
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
○
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

　

審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
の
決
算
書

類
は
、
い
ず
れ
も
地
方
自
治
法
、
そ
の

他
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て

お
り
、
か
つ
決
算
書
に
計
上
さ
れ
て
い

る
諸
計
数
は
、
関
係
諸
帳
簿
及
び
証
憑

書
類
と
符
合
し
、
正
確
で
あ
る
と
認
め

る
。

　

平
成
27
年
８
月
25
日

　
　
　

境
町
監
査
委
員　

斉
藤　

政
雄

　資本的収入額が、資本的支出額に不足する額122,987,183円は、減債積立金18,222,285円、過
年度損益勘定留保資金96,754,005円及び、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額
8,010,893円で補てんした。

平成 26 年度各種会計決算状況

平成 26 年度水道事業決算状況
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平
成
27
年
３
月
19
日
に
公
共
下
水
道

事
業
計
画
区
域
拡
大
の
認
可
を
受
け
た

第
４
負
担
区
に
つ
い
て
、
岩
井
・
境
都

市
計
画
境
町
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
の
額
を
定
め
る
た
め
に
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

条
例
制
定
・
改
正

道
路
線
の
認
定
・
変
更
に
つ
い
て

報　

告

○
水
道
事
業
会
計

　

帳
簿
は
正
確
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、

諸
表
の
計
数
も
非
違
は
な
く
、
当
該
年

度
の
事
業
執
行
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の

財
源
と
そ
の
使
途
及
び
年
度
末
に
お
け

る
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
お
り
、

合
法
か
つ
正
確
と
認
め
る
。

　

平
成
27
年
５
月
25
日

　
　

境
町
監
査
委
員　
　

鈴
木　

眞
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

信
一

○
境
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
境
町
個
人

情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

○
境
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
制
定
に
伴
い
、
個
人
番
号

の
通
知
カ
ー
ド
及
び
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
再
交
付
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
規

定
す
る
と
と
も
に
、
住
民
基
本
台
帳
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
に
係
る

境
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

○
岩
井
・
境
都
市
計
画
境
町
公
共
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ

い
て

○
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

境
町
大
字
長
井
戸
・
大
字
西
泉
田
地

内
に
お
い
て
、
圏
央
道
事
業
に
伴
い
町

道
が
分
断
さ
れ
機
能
補
償
道
路
の
早
期

開
通
要
望
が
あ
り
先
行
し
て
新
た
に
町

道
路
線
を
認
定
す
る
も
の
。

町
道
１
７
９
９
号
線

・
起
点
・
終
点　

長
井
戸
字
中
坪

１
４
４
５
番
３
地
先
～
同
所

１
４
５
２
番
１
地
先

・
幅
員　

６
ｍ
～
６
ｍ

・
延
長　

１
２
９
ｍ

町
道
２
９
７
９
号
線

・
起
点
・
終
点　

西
泉
田
字
上
ノ

原
１
２
７
６
番
１
地
先
～
同
所

１
２
３
１
番
１
地
先

・
幅
員　

６
ｍ
～
９
・
８
ｍ

・
延
長　

５
３
０
ｍ

○
平
成
26
年
度
境
町
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
境
町
公
営
企
業
資
金
不

足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　

審
査
に
付
さ
れ
た
、
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
算
定

の
基
礎
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

は
、
い
ず
れ
も
適
正
に
作
成
し
て
い
る

も
の
と
認
め
る
。　

　

ま
た
、
算
定
の
結
果
、
健
全
化
判
断

比
率
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
と
思
わ
れ
る
の
で
、
よ
り
一
層

の
財
政
健
全
化
と
経
営
健
全
化
に
努
め

ら
れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

○
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

境
町
大
字
長
井
戸
地
内
に
お
い
て
、

圏
央
道
事
業
に
伴
い
当
該
路
線
の
一
部

が
起
業
地
内
に
含
ま
れ
た
こ
と
か
ら
起

点
終
点
が
変
更
さ
れ
た
た
め
、
町
道
路

線
の
区
域
を
変
更
す
る
も
の
。

変
更
前

町
道
２
０
３
０
号
線

・
起
点
・
終
点　

長
井
戸
字
元
香
取

４
１
３
番
３
地
先
～
西
泉
田
字
上
ノ

原
１
２
３
４
番
１
地
先

・
幅
員　

２
．
５
ｍ
～
６
ｍ

・
延
長　

９
２
６
．
８
ｍ

変
更
後

町
道
２
０
３
０
号
線

・
起
点
・
終
点　

長
井
戸
字
中
屋
敷

４
４
５
番
４
地
先
～
長
井
戸
字
ビ
ハ

砂
６
番
３
地
先

・
幅
員　

２
．
５
ｍ
～
６
ｍ

・
延
長　

４
４
５
ｍ
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人
事
案
件

請
願
・
陳
情

○
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
に

つ
い
て

　

請
願
者

　
　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
番
地
46　

　
　

茨
城
教
育
会
館
２
階

　
　

茨
城
県
教
職
員
組
合

　
　

代
表　

吉
田　

豊

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交

渉
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

　

請
願
者

　
　

境
町
大
字
長
井
戸
23
番
地

　
　

茨
城
む
つ
み
農
業
協
同
組
合

　
　

代
表
理
事
組
合
長　

青
栁　

初
男

○
気
象
事
業
の
整
備
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い

て

　

陳
情
者

　
　

茨
城
県
水
戸
市
金
町
１
‐
４
‐
６

　
　

水
戸
地
方
気
象
台
内

　
　

国
土
交
通
労
働
組
合

　
　

関
東
中
部
気
象
支
部

　
　

水
戸
分
会
分
会
長　

海
野　

俊
幸

○
「
安
全
保
障
関
連
法
案
の
廃
案
を
求

め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
に
つ
い
て

　

陳
情
者

　
　

境
町
大
字
塚
崎
７
７
２
番
地
10

　
　

９
条
の
会
さ
か
い

　
　

世
話
人
代
表　

大
竹　

勉　
　
　

　
　

境
町
２
１
９
０
番
地

　
　

茨
城
厚
生
労
働
組
合
西
南
支
部

　
　

支
部
長　

菅
谷　

一
成

○
境
町
監
査
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
即
日
原
案
同
意
）

　
　
　

古
河
市
小
堤

　
　
　

山
本　

隆
行

　

政
府
関
係
機
関
へ
次
の
意
見
書
を
提

出
し
た
。

○
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

１
．
き
め
細
か
な
教
育
の
実
現
の
た
め

　
　

に
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ
と
。

２
．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持

　
　

向
上
を
は
か
る
た
め
、
そ
の
根
幹

　
　

と
な
る
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

　
　

度
を
堅
持
す
る
こ
と
。

３
．
震
災
か
ら
の
教
育
復
興
の
た
め
の

　
　

予
算
措
置
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
。

　
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
名

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交

渉
に
関
す
る
意
見
書

１
．
農
林
水
産
分
野
の
重
要
5
品
目
な  

　
　

ど
の
聖
域
の
確
保
を
最
優
先
し
、

　
　

交
渉
脱
退
も
含
め
衆
参
両
院
の
農

　
　

林
水
産
委
員
会
に
お
け
る
国
会
決

　
　

議
を
遵
守
す
る
こ
と
。

２
．
交
渉
に
よ
り
収
集
し
た
情
報
に
つ

　
　

い
て
、
国
民
に
十
分
な
情
報
開
示

　
　

を
行
な
う
こ
と
。

　

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
名

○
気
象
事
業
の
整
備
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

意
見
書
の
提
出

補正予算

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計 81億9,446万4千円 1億7,687万3千円 83億7,133万7千円

特別会計

国民健康保険事業 38億93万5千円 2,343万5千円 38億2,437万円

介護保険事業 17億9,855万9千円 3,567万1千円 18億3,423万円

公共下水道事業 9億1,524万7千円 1,140万円 9億2,664万7千円

農業集落排水事業 2億4,020万円 624万円 2億4,644万円

平成27年度各会計補正予算
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Q  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は

広
報
紙
で
取
り
上
げ
て
あ
る
が
、
説
明

が
不
十
分
で
は
な
い
か
。
個
人
情
報
漏

え
い
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
も
う
少
し

丁
寧
な
説
明
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

A  

10
月
よ
り
12
ケ
タ
の
番
号
が
ふ
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
税
務
署
や
健
康
保
険

組
合
が
持
っ
て
い
る
個
人
情
報
を
本
人

か
ど
う
か
確
認
す
る
も
の
で
、
納
税
、

社
会
保
険
関
係
、
防
災
な
ど
の
事
務
手

続
き
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
と
し
て
も

運
用
に
あ
た
り
本
人
確
認
の
徹
底
と
シ

ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
に
努

め
ま
す
。
今
後
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
各
戸
に
配
布
し
ま
す
。（

総
務
部
長
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

議
席
12
番

内
海
　
和
子　

議
員

１
．
自
然
災
害
か
ら
人
命
を
守
る
た
め
、

　
　

気
象
庁
及
び
水
戸
地
方
気
象
台
の

　
　

人
員
、
予
算
を
増
や
し
、
気
象
観

　
　

測
や
予
報
な
ど
の
基
盤
が
強
化
さ

　
　

れ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

︽
提
出
先
︾
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
名

○
安
全
保
障
関
連
法
案
の
廃
案
を
求
め

る
意
見
書

１
．
戦
闘
地
域
に
自
衛
隊
が
出
て
行

　
　

き
、
弾
薬
補
給
、
武
器
輸
送
な
ど

　
　

の
兵
站
を
行
う
。

２
．
形
式
上
は
停
戦
合
意
は
な
さ
れ
て

　
　

い
る
が
、
な
お
戦
乱
が
続
い
て
い

　
　

る
と
こ
ろ
に
自
衛
隊
を
派
兵
し
、

　
　

治
安
維
持
を
さ
せ
る
。

３
．
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
米
国
の
戦
争
に
武
力
行

使
を
も
っ
て
参
戦
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
多
数
の
国
民
の
声
を
無
視
し
た
法

案
の
強
行
成
立
は
、
国
民
主
権
の
大
原

則
に
反
し
ま
す
。

　

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
名

Q  

配
布
す
る
だ
け
で
な
く
、
説
明
が

ほ
し
い
が
。

A  

行
政
懇
談
会
な
ど
で
説
明
し
て
い

き
た
い
。

（
町
長
）

Q  

境
町
独
自
で
決
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

A  

今
回
か
ら
教
育
委
員
会
が
町
執
行

部
下
に
な
っ
た
の
で
お
答
え
す
る
が
、

教
育
創
生
会
議
も
や
っ
た
。
11
地
区
で

の
教
科
書
で
坂
東
市
な
ど
は
成
績
を
伸

ば
し
て
い
る
。
教
科
書
の
問
題
で
な
く
、

教
え
方
と
学
校
方
針
を
し
っ
か
り
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）

Q  

来
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
中
学
校

の
新
し
い
教
科
書
の
選
定
が
さ
れ
た
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に

選
定
し
た
の
か
。 

A  

茨
城
県
で
は
11
地
区
の
教
科
書
選

定
協
議
会
が
あ
り
、
境
町
は
11
地
区

（
古
河
市
、
坂
東
市
、
常
総
市
、
五
霞

町
、
境
町
で
構
成
）
に
な
る
、
そ
の
協

議
会
で
決
め
ら
れ
た
も
の
を
、
境
町
教

育
委
員
会
で
決
定
し
た
。

（
教
育
長
）

○
教
科
書
採
択
に
つ
い
て
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Q  
病
児
保
育
は
出
来
な
い
か
。

A  
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、
児
童

が
病
気
の
場
合
、
６
割
の
保
護
者
が
自

分
で
面
倒
を
見
た
い
と
回
答
し
て
い
る
。

し
か
し
、
希
望
す
る
保
護
者
も
あ
り
受

け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
施
設
が
あ
れ
ば

Q  

第
２
駐
車
場
か
ら
施
設
利
用
が
不

便
で
あ
る
が
、
対
策
は
。

A  

県
道
17
号
線
を
跨
い
で
お
り
、
施

設
利
用
が
不
便
で
あ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
等

検
討
し
た
。
道
の
駅
「
さ
か
い
」
は
、

国
と
自
治
体
の
一
体
型
の
管
理
施
設
で

あ
り
、
町
が
勝
手
に
変
更
で
き
な
い
が
、

来
年
度
の
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に

合
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

（
町
長
）

Q  

育
児
休
暇
を
取
得
し
た
場
合
、
本

町
は
、
待
機
児
童
が
い
な
い
の
で
、
保

育
所
等
の
受
け
入
れ
に
余
裕
が
あ
る
だ

ろ
う
か
ら
す
で
に
入
所
中
の
児
童
を
退

所
さ
せ
ず
に
継
続
保
育
が
で
き
な
い
か
。

A  

ル
ー
ル
に
則
り
運
用
す
る
が
、
す

べ
て
の
対
象
者
が
退
所
で
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
の
事
情
も
あ
り
、
保
護
者

を
交
え
て
状
況
を
確
認
し
て
ケ
ー
ス
バ

イ
ケ
ー
ス
で
判
断
し
て
行
く
。

（
子
ど
も
未
来
課
長
）

◎
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
に

つ
い
て

◎
道
の
駅
「
さ
か
い
」
に
つ
い
て

○
待
機
児
童
に
つ
い
て

○
駐
車
場
に
つ
い
て

議
席
10
番

田
山　

文
雄　

議
員

Q  

道
路
交
通
法
改
正
に
伴
い
社
会
全

体
で
自
転
車
マ
ナ
ー
等
の
向
上
を
推
進

し
て
い
く
事
が
、
重
要
で
あ
る
と
思
う

が
当
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

A  

関
係
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
自

転
車
運
転
マ
ナ
ー
の
取
り
組
み
や
交
通

安
全
対
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

（
総
務
部
長
）

Q  

動
物
愛
護
の
精
神
の
啓
発
や
積
極

的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
思
う

が
当
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

A  

法
律
や
県
条
例
に
よ
り
飼
い
主
の

マ
ナ
ー
モ
ラ
ル
の
向
上
に
む
け
て
広
報

活
動
等
に
よ
る
取
り
組
み
を
行
い
、
こ

Q  

有
権
者
の
投
票
率
が
低
下
傾
向
に

あ
る
な
か
、
当
町
と
し
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

A  
投
票
環
境
に
お
け
る
制
約
を
で
き

る
だ
け
解
消
改
善
し
て
利
便
性
の
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
総
務
部
長
）

○
自
転
車
マ
ナ
ー
等
の
向
上
に
つ

い
て

○
動
物
愛
護
に
つ
い
て

○
有
権
者
の
投
票
率
向
上
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

議
席
４
番

櫻
井　

実　

議
員

Q  

現
在
、
本
町
に
待
機
児
童
は
い
る

の
か
。
発
生
し
た
場
合
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
の
か
。

A  

現
在
、
待
機
児
童
は
い
な
い
が
、

将
来
待
機
児
童
が
生
じ
た
場
合
、
保
育

に
空
き
の
あ
る
保
育
所
等
に
入
っ
て

貰
っ
て
新
年
度
か
ら
希
望
の
保
育
所
等

に
入
所
出
来
る
よ
う
に
対
策
を
考
え
て

い
る
。

（
子
ど
も
未
来
課
長
）

Q  

第
１
駐
車
場
に
横
断
歩
道
、
バ
イ

ク
の
駐
車
場
は
設
置
で
き
な
い
か
。

A  

来
年
度
に
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
予
定
し
て
お
り
、
横
断
歩
道
、
バ
イ

ク
等
の
駐
車
場
の
改
修
も
考
え
て
い
る
。

本
年
度
は
、
直
売
所
等
プ
チ
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
ト
イ
レ
は
改
築
を
予
定
し
て

い
る
。

（
町
長
）

前
向
き
に
検
討
す
る
。

（
町
長
）

れ
か
ら
も
小
さ
く
て
も
尊
い
命
を
大
切

に
し
て
い
く
事
で
人
と
動
物
が
共
存
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。

（
防
災
安
全
課
長
）
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Q  

外
国
産
の
Ｂ
級
品
の
野
菜
を
生
産

者
が
出
品
時
に
何
故
、
競
合
し
て
販
売

す
る
の
か
。

A  

目
玉
商
品
と
し
て
地
域
の
会
社
か

ら
提
供
を
受
け
販
売
し
て
い
る
が
、
生

産
者
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
な
い
よ
う
に

注
意
を
す
る
。
売
り
上
げ
至
上
主
義
で

は
な
い
。

（
町
長
）

議
席
13
番

木
村　

信
一　

議
員

Q  

茨
城
さ
か
い
ソ
ー
ラ
ー
株
式
会
社

に
つ
い
て
。

A  

昨
年
８
月
に
町
が
１
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
出
資
の
「
茨
城
さ
か
い
ソ
ー
ラ
ー

株
式
会
社
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
総
事

業
費
は
出
資
金
5
千
万
円
（
ウ
エ
ル
シ

ア
創
業
家
鈴
木
様
か
ら
の
寄
付
金
）

借
入
金
４
億
７
，
４
０
０
万
円
合
計

５
億
２
，
４
０
０
万
円
で
す
。

設
置
箇
所
は
町
内
34
箇
所
で
あ
り
、
平

Q  

職
員
数
の
削
減
に
よ
り
町
民
に
対

し
て
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
か
。

A  

本
年
の
３
月
の
退
職
者
が
多
く
見

込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
二
次
募
集
を
実

施
し
、
７
名
を
採
用
し
ま
し
た
。
現
在

は
元
職
員
の
方
の
お
力
を
お
借
り
し
て

い
る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
は
な

ら
な
い
。
今
、
町
が
抱
え
る
大
き
な
課

題
の
一
つ
は
、
職
員
を
育
て
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
今
後
は
職
場
環
境
が
整
う

に
つ
れ
職
員
自
ら
が
提
案
し
実
施
し
て

い
く
事
業
が
増
え
て
い
く
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

（
町
長
）

○
太
陽
光
発
電
事
業
に
つ
い
て

○
職
員
の
管
理
に
つ
い
て

Q  

地
域
連
携
機
能
と
し
て
の
高
瀬
舟
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
自
転
車
、
セ
グ
ウ
ェ

イ
、 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
の
利
用

状
況
は
。

A  

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
事
業
も
あ
る

が
、
高
瀬
舟
１
６
２
名
、
自
転
車
11
名
、

セ
グ
ウ
ェ
イ
54
名
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ

Q  
圏
央
道
の
開
通
、
国
道
３
５
４
号

線
バ
イ
パ
ス
予
定
も
あ
り
、
ふ
れ
あ
い

の
里
近
傍
に
第
２
の
道
の
駅
を
つ
く
る

考
え
は
。

A  

現
在
の
道
の
駅
を
中
心
に
河
岸
の

町
と
し
て
の
観
光
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
３
５
４
バ
イ
パ
ス
付
近
は
、
防

災
拠
点
と
か
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
な
ど
の
別
な
取
り
組
み
を
検
討
し
た

い
。

（
町
長
）

Q  

現
在
の
職
員
数
及
び
非
常
勤
職
員

数
は
何
名
か
。

A  

平
成
27
年
４
月
１
日
付
職
員
数
は

２
１
８
名
で
す
。
非
常
勤
職
員
１
２
２

名
で
す
。

（
副
町
長
）

ウ
ス
２
３
９
名
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
利
用

し
て
い
た
だ
い
た
。
老
若
男
女
、
家
族

連
れ
等
み
ん
な
が
楽
し
め
る
事
業
も
検

討
し
た
い
。

（
副
町
長
）

成
28
年
３
月
に
す
べ
て
完
成
予
定
で

す
。
今
後
は
事
業
が
完
了
時
に
計
画
書

を
策
定
し
町
民
の
方
に
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

（
町
長
）

Q  

大
型
車
両
に
よ
る
町
道
破
損
に
つ

い
て
。

A  

現
在
の
対
応
状
況
は
安
全
な
通
行

を
確
保
す
る
た
め
早
急
な
復
旧
が
必
要

な
箇
所
は
町
が
補
修
を
お
こ
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
町
と
し
て
も
残
土
搬

入
業
者
に
再
三
に
わ
た
り
道
路
の
補
修

を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q  

町
内
3
か
所
（
森
戸
小
学
校
付
近
、

新
古
河
変
電
所
南
側
、
栗
山
地
内
）
に

積
ま
れ
た
建
設
残
土
に
つ
い
て
。

A  

建
設
残
土
に
つ
い
て
は
、
「
境
町

土
砂
等
に
よ
る
盛
土
、
及
び
堆
積
の
規

制
に
関
す
る
条
例
」
に
低
触
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
防
災
安
全
課
、
県
廃
棄

物
対
策
課
、
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
及
び

警
察
署
の
協
力
を
得
な
が
ら
指
導
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
地

元
の
方
を
始
め
関
係
機
関
と
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
対
応
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

○
環
境
問
題
に
つ
い
て
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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
す
る
議
員

長
井
戸
沼
土
地
改
良
区
被
害
状
況
視
察

古
河
市
宮
戸
川
決
壊
地
点
視
察

防
災
服
に
よ
る
定
例
会
最
終
日

月　日 議　　事

12月４日（金） 本会議（開会，提出議案上程・説明）

12月５日（土） 休　会（休日）

12月６日（日） 休　会（休日）

12月７日（月） 本会議（一般質問）

12月８日（火） 本会議（一般質問，総括質疑，議案等の委員会付託）

12月９日（水） 常任委員会
本会議（委員長の報告，委員長報告に対する質疑，討論，採決）

第
４
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　
　

山
田　

正
樹

　

副
委
員
長　
　

青
木　

輝
明

　

委　
　

員　
　

斉
藤　

政
雄

　

委　
　

員　
　

内
海　

和
子

　

委　
　

員　
　

渡
邊　

昇

議
会
活
動

平
成
27
年
８
月
12
日
開
会

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
即
日
原
案
可
決
）

　

境
町
サ
ッ
カ
ー
場
人
工
芝
生
化
・

　

照
明
設
備
新
設
工
事

○
境
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
案
に
つ
い
て

（
即
日
原
案
可
決
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
す
る
議
員

平
成
27
年
第
１
回

境
町
臨
時
会
審
議
結
果
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